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１．「中所得国のわな」克服のため産業構造の高度化を目指す中国 

3 月 5 日に開幕した全国人民代表大会（全人代）の冒頭に行われた政府活動報告の中で、李克強首相

は今年から始まる第 13 次 5 カ年計画の期間を「中所得国のわな」を克服する重要な段階と位置づけ、

産業構造の高度化を一段と推進すると述べた。「中所得国のわな」について明確な定義はないが、一般

的に低所得国が発展して中所得の水準に達した辺りで、後発国の追い上げを受ける一方で先進国へのキ

ャッチアップが進まず、中所得水準で経済発展が停滞してしまう状況を指すとされる。改革開放から 38

年近くが過ぎて中国経済も今や中所得国水準に達したとみられる。そして中国が「中所得国のわな」を

克服するには産業構造の高度化が鍵を握るとみられる。 

そこで本稿では貿易統計をもとに、「中所得国のわな」を克服し、先進国に仲間入りしたと考えられ

ている日本を物差しとして、先進工業国であるドイツ、日本に続いて中所得国から先進国入りした韓国

と台湾、他方、中国と同様に「中所得国のわな」克服の課題に直面しているタイ、マレーシア、インド

ネシアの ASEAN 3 カ国との比較を通して、中国の産業構造の高度化の現状とそこから見えてくる高度化

の道筋について考えてみた（図表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表１．一人当たりGDP（PPPベース）の推移
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＜中所得国のわなにはまった南米諸国＞
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＜中所得国水準に達したアジア諸国＞
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＜先進国にキャッチアップした韓国・台湾＞
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２．貿易相関指数でみる中国のキャッチアップ度合い 

まず、UNCTAD（国連貿易開発会議）が発表している貿易相関指数（Merchandise trade correlation 

index: TCI）を使って日本と中国その他の国々との貿易構造の類似性についてみてみた。TCI はある 2

つの国について両国の貿易特化係数の相関を取ったものである 1。指数のプラスの値が大きいほど（最

大＋１）両国の貿易構造が類似していることを示し、逆にマイナスの値（最小－１）は両国の貿易構造

の重なりが小さい、すなわち類似性が低いことを示している。 

 データが発表されている 1995年から 2012年について日本と各国との貿易相関指数をプロットしたの

が図表２である。これをみると、ドイツ、韓国、台湾の指数がプラス領域にあり、日本の貿易構造との

類似性が高いことがわかる。また韓国と台湾の指数が上昇傾向にあり、この間、両国の貿易構造が日本

の貿易構造に近づいてきたことがわかる。特に韓国でそのテンポが速く、2007 年以降はドイツ並みの類

似度となっている。 

 これに対して、中国並びに ASEAN3 カ国の相関指数はマイナス領域にあり、日本という物差しでみる

限り、これらの諸国は貿易構造に反映された産業構造もまだ中所得国レベルにとどまっていると考えら

れる。ただし、中国の指数が 2006 年以降、2009 年に一旦落ち込んだものの、ASEAN3 カ国を引き離して

大幅に上昇し、ゼロに近付いていることが注目される。 

 

 

                                              
1貿易相関指数は以下の計算式により求める： 

 

TCIjk＝j 国と k 国の貿易相関指数 

TSIji＝j 国の商品 iについての貿易特化係数 

TSIki＝k 国の商品ｉについての貿易特化係数 

（出所）UNCTAD 
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図表２．日本と各国の貿易相関指数の推移

ドイツ

韓国

台湾

中国

タイ

ﾏﾚｰｼｱ

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

（出所）UNCTAD

（貿易相関指数）



 

 

 
 

 

 

ご利用に際しての留意事項を最後に記載していますので、ご参照ください。 （お問い合わせ） 調査部 TEL：03-6733-1070 
3/8 

３．輸出品目構造の比較が示唆する産業構造高度化の姿 

 次にもう少し具体的に各国の輸出構造を比較してみた。図表３をみると、日本の輸出品目構造は機

械・輸送機器が約 7割のシェアを占めるやや偏った構造であることがわかる。したがって日本を物差し

にして産業構造の高度化を測ると、輸出に占める機械・輸送機器のシェアの大きさに結果が左右される

ことには注意を要すると思われる。前述の通り、中国の日本との貿易相関指数が大幅に上昇したのも、

中国の輸出に占める機械・輸送機器のシェアが拡大したためと考えられる。これに対して、マレーシア

やインドネシアなど鉱物資源に恵まれた国々は一次産品価格の上昇も相俟って、日本との貿易相関指数

は低水準で推移する結果となったと考えられる。 

 実際、日本とこれら諸国の輸出品目構造の類似性 2を計測し、グラフ化してみると、総じて右肩上が

りで輸出品目構造の類似性が高まっていることがうかがえる（図表４）。しかし、マレーシアは例外的

に類似性が低下し、またインドネシアの類似性は低位にとどまっており、いずれも資源に恵まれており、

この間、一次産品価格が上昇していたことが影響していると考えられる。 

 

                                              
2類似性は以下の計算式により求める： 
類似性＝1－Σ（｜日本の商品 iの構成比－比較相手国の商品 iの構成比｜÷2） 
類似性が高いと 1に近づき、類似性が低いと０に近づく。 
（出所）内閣府  
 

図表３．輸出品目構造の比較

0%

20%

40%

60%

80%

100%
＜1995年＞

食料品・動物 飲料・煙草
原材料（除く燃料） 鉱物性燃料
動植物油 化学製品
原料別製品 機械・輸送機器
雑製品 その他

（出所）UNCTAD

0%

20%

40%

60%

80%

100%
＜2014年＞

食料品・動物 飲料・煙草
原材料（除く燃料） 鉱物性燃料
動植物油 化学製品
原料別製品 機械・輸送機器
雑製品 その他

（出所）UNCTAD

0.3 

0.4 

0.5 

0.6 

0.7 

0.8 

0.9 

1.0 

95 97 99 01 03 05 07 09 11 13

図表４．日本と各国の輸出品目構造の類似性の推移
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 そこで一次産品を除く製品ベースで輸出品目構造をみてみると（図表５）、日本の場合、輸送機器と一

般機械のシェアが安定している一方、電気機械のシェアが縮小傾向にあることから、日本を物差しとし

た類似性（図表６）は輸送機器のシェアが相対的に大きいドイツや韓国、タイで高く、電気機械のシェ

アが拡大している台湾、中国、マレーシアとの類似性は低位にとどまっている。したがって、ここから

日本を物差しに中国の産業構造の高度化を推し測ろうとすれば、産業構造の高度化はあまり進んでいな

いという結論に達してしまう。 

 

 

 

４．中国における産業構造高度化の道筋  

同じことが一次産品を除く製品輸出を技術水準別に分類したデータの分析からもいえる。使用するデ

ータは UNCTAD が輸出製品を一定の基準のもとに、①労働・資源集約的製品（鉱物製品、衣料品など）、

②必要な熟練度・技術水準の低い製品（鉄鋼など）、③同水準が中程度の製品（家電、自動車など）、④

同水準が高い製品（コンピューター、通信機器など）に分類して集計したものである。このデータを使

って各国の製品輸出構造をみると（次頁図表７）、2014 年時点では、④のシェアが相対的に大きな韓国、

台湾、マレーシアの方が日本やドイツよりも産業構造が高度化しているようにみえる。しかし、これは

図表５．製品輸出品目構造
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図表６．日本と各国の製品輸出構造の類似性の推移
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日本やドイツが強みを持っている輸送機器が③（熟練度・技術水準が中程度の製品）に分類され、韓国

や台湾などが強みを持つ電子製品・部品が④（熟練度・技術水準が高い製品）に分類されていることに

よると考えられる。 

技術水準別にみた製品輸出構造で中国について特徴的なことは④（熟練度・技術水準が高い製品）の

シェアが高い一方で資源国であるインドネシアに次いで①（労働・資源集約的製品）のシェアが 2014

年時点でも相対的に高い点である。 

 

 

 

 

 

 かつて日本はすべての産業を一定水準で抱えているフルセット型の産業構造を持つ国と言われてい

た。しかし、近隣アジア諸国の工業化の進展に伴い分業関係が構築され、フルセット型の産業構造から

得意分野に特化する産業構造に移行していった。こうした観点から中国の製品輸出構造をみると、労

働・資源集約的製品から必要な熟練度・技術水準が高い製品まで一定水準でカバーしているという意味

においてフルセット型産業構造に近付いているようにみえる。 

 実際、世界の製品輸出に占める中国のシェアは 2007 年にドイツを上回り、2014 年時点で 17.9％と一

大製品輸出国である（次頁図表８）。その上、①労働・資源集約的製品輸出で 31.3％、②必要な熟練度・

技術水準が低い製品で 19.5％、③同水準が中程度の製品で 13.0％、④同水準が高い製品で 17.2％とど

の水準でも総じてシェアが高い。さらに、中国の輸出で大きなシェアを占める電気機械についてみると、

必要な熟練度・技術水準が中程度の電機製品で35.9％、同水準が高い電機製品で41.4％、同部品で25.3％

と他の国々を圧倒するシェアを占めている（次々頁図表９）。 

 

図表７．技術水準別にみた製品輸出構造
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図表8．製品輸出に占める各国のシェアの推移
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＜①労働・資源集約的製品＞
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＜②熟練度・技術水準が低い製品＞
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＜③熟練度・技術水準が中程度の製品＞
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＜④熟練度・技術水準が高い製品＞
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産業構造の高度化といった場合、一般的には労働集約的な産業から技術集約的な産業に産業のウエイ

トがシフトすることが想定される。しかし、前掲の図表８の①が示すように労働・集約的製品の輸出に

おいて中国は圧倒的なシェアを占めており、中国のこの分野における産業の集積がその他国々に比べて

格段に進んでいることを示唆しているとみられる。もちろん、今後、一般的な意味において産業構造の

高度化が進む中で中国においても労働・資源集約的産業のシェアは相対的に低下しよう。しかし、その

絶対的な水準はそれほど大きくは低下せずに中国版の産業フルセット化が進む可能性が高いと考える。

またフルセット型の産業構造は 13 億人を養っていくために必要なスタイルという見方もできよう。い

図表９．電機製品・部品輸出に占める各国のシェアの推移
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＜技術水準が中程度の電機製品＞

ドイツ 日本 韓国

台湾 中国 ASEAN3
（出所）UNCTAD
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＜技術水準が中程度の電機部品＞
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（出所）UNCTAD
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＜電機以外の技術水準が中程度の製品＞

ドイツ 日本 韓国

台湾 中国 ASEAN3
（出所）UNCTAD
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＜技術水準が高い電機製品＞

ドイツ 日本 韓国

台湾 中国 ASEAN3
（出所）UNCTAD
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＜技術水準が高い電機部品＞
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ずれにせよ、中国は日本や韓国、タイで見られたような産業構造の高度化ではなく、重層的な産業構造

を維持したまま、中所得国のわなを克服していくのではないだろうか。 

こうした形で中国が中所得国のわなを克服するとすれば、世界的には供給過剰の状態が続く可能性が

高いと考えられる。また中国の後を追って経済発展を進めようとする後発国は発展の余地が余り残され

ていないという状況に直面することになるのではないだろうか。そして、こうした環境が中国自身にと

って新たなわなとなる可能性には注意する必要がありそうだ。 
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